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江
戸
宿
谷
氏
の
改
易
に
つ
い
て
（
埼
玉
県
毛
呂
山
町
）

山
口
正
義

※
『
あ
ゆ
み
』
は
「
毛
呂
山
郷
土
史
研
究
会
」
の
機
関
誌
で
す
。

一
、
は
じ
め
に

旗
本
・
江
戸
宿
谷
氏
二
代
尹
行
（
注
、『
寛
政
譜
』
に
は
「
ま
さ
ゆ
き
」、
文

ま
さ
ゆ
き

献(
)

に
は
「
た
だ
ゆ
き
」
と
あ
り
ま
す
）
（
？
～
一
七
二
三
）
の
改
易
に
つ

9

い
て
は
、
既
に
『
あ
ゆ
み
』

号
（
昭
和

年
）
及
び

号
（
昭
和

年
）

9

58

12

61

な
ど
で
山
口
満
氏
が
「
続
・
宿
谷
氏
の
賦
」
の
中
で
『
寛
政
譜
』
や
『
断

家
譜
』、
あ
る
い
は
鳩
山
町
真
光
寺
の
仏
額
な
ど
の
資
料
を
も
と
に
詳
細

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
寛
政
譜
や
断
家
譜
は
改
易
の
事
実
の

（
１
）
（
２
）

み
の
簡
単
な
記
述
に
止
ま
り
、
改
易
に
至
っ
た
理
由
は
不
明
の
よ
う
で
す
。

尹
行
の
改
易
は
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
の
こ
と
で
あ
り
、
長
男
富
房
、

三
男
高
久
、
富
房
の
長
男
俊
照
も
同
時
に
改
易
と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
二
～
四
代
が
改
易
と
い
う
厳
し
い
も
の
で
し
た
が
、
四
年
後
の
享
保

七
年
に
富
房
は
改
易
御
免
と
な
っ
て
い
ま
す
。

文
献(

)

に
よ
れ
ば
改
易
と
は
、「
大
名
や
旗
本
に
科
せ
ら
れ
た
刑
罰
で
、
将
軍
が
大
名
や
旗
本
と
の
主
従
関
係
を
解
消
し
、

3

知
行
・
俸
禄
・
拝
領
屋
敷
な
ど
、
主
従
関
係
に
基
づ
い
て
与
え
ら
れ
て
い
た
財
産
を
没
収
す
る
と
い
う
刑
罰
で
あ
り
、
元
来
、『
改

め
易
る
』
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
狭
義
に
は
士
籍
を
剥
奪
す
る
と
い
う
身
分
刑
で
も
あ
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
。

か
えで

は
、
毛
呂
氏
に
比
肩
す
る
名
族
宿
谷
氏
の
後
裔
で
あ
る
江
戸
宿
谷
氏
に
一
体
何
が
あ
っ
た
の
か
。

本
稿
で
は
こ
の
謎
め
い
た
改
易
に
つ
い
て
、
徳
川
実
紀
や
兼
山
秘
策
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
を
紹
介
し
た
い
。
そ
の
内
容

は
誉
め
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

背
景
に
何
か
あ
っ
た
の
か
ま
で
の
考
察
が
不

十
分
で
あ
る
の
は
、
筆
者
の
力
不
足
で
申
し

訳
な
い
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
江
戸
宿
谷
氏
の
系
譜
は
図
の
よ
う

な
も
の
で
、
太
郎
左
衛
門
道
重
三
男
尹
宅
（
宿

（
１
）
（
２
）

谷
地
蔵
尊
建
立
の
重
本
の
弟
）
が
初
代
で
、

二
代
が
尹
行
（
重
本
三
男
）、
三
代
が
富
房
、

四
代
が
俊
照
、
五
代
が
嘉
照
で
す
。
五
代
嘉

照
は
田
安
家
儒
臣
で
あ
る
と
共
に
、
琴
学
（
七

弦
琴
）
の
最
盛
期
を
招
い
た
と
い
わ
れ
る
琴

士
・
児
玉
空
々
そ
の
人
で
す
。
〔
児
玉
空
々

に
つ
い
て
は
別
項
参
照
〕

二
、
寛
政
譜
・
断
家
譜
の
内
容

ま
ず
、
改
め
て
寛
政
譜
（
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』）
と
断
家
譜
の
内
容
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
両
者
は
重
複
し
て
い
る
個
所

（
４
）

（
５
）

も
多
い
の
で
、
こ
こ
で
は
断
家
譜
を
も
と
に
述
べ
、
寛
政
譜
の
み
に
あ
る
主
な
記
述
は
（

）
で
示
す
こ
と
に
し
ま
す
。

＊

＊

＊

＊

太
郎
右
衛
門
道
重
三
男
尹
宅
【
初
代
】
＝
宿
谷
武
兵
衛
、
母
、
妻
御
鳥
見
都
築
権
兵
正
忠
女
、
生
武
州
、
為
御
鳥
見
役
賜
百

太
郎
、

太
郎
右
衛
門

母
同
　
武
兵
衛

江
戸
宿
谷
氏
祖

天
和
三
年
卒
六
二
才

茂
永

高
久

行
本

尹
宅

田
尻
沐
右
衛
門

（

南
方
多
摩
成
木
村
宿
谷
氏

尹
行

俊
照

左
門
、

武
州
宿
谷

氏
重
本
三
男

富
房

児
玉

　
空
々

嘉
照

重
好

重
常

同
村
新
屋
敷
分
家

宿谷氏系図

重
光

重
政

重
信

重
次

葛
貫
村
宿
谷
氏
祖

慶
安
四
年
卒

　
　
　
後
、

市
郎
兵
衛

重
藤

勝
重

市
郎
兵
衛

太
郎
勝
平

太
郎
兵
衛

宿
谷
村
宿
谷
氏
祖

寛
文
十
年
卒
　
五
五
才

道
重

重
勝

勝
行

寛
永
十
七
年
卒

五
九
才

重
安

重
本

尹
行

母
同
　
重
右
衛
門

大
谷
木
村
宿
谷
氏
祖

元
禄
三
年
卒

初
名
広
本
、

三
郎
右
衛
門

母
小
川
新
左
衛
門
娘

母
小
川
和
泉
娘
 
権
左
衛
門

権
左
衛
門

浅
右
衛
門

江
戸
宿
谷
氏
養

子郷
左
衛
門

藤
左
衛
門

宿
谷
氏
に
つ
い
て

宿
谷
氏
は
毛
呂
山
町
で
は
毛
呂
氏
に
比
肩
す
る

し
ゅ
く
や

名
族
で
す
。
宿
谷
氏
は
武
蔵
七
党
の
児
玉
党
よ
り

端
を
発
し
、
承
久
の
乱(

一
二
二
一
年)

で
活
躍
し

て
北
条
氏
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
は
宿
屋
氏

や
ど
や

で
、
執
権
北
条
時
頼
の
近
臣
に
宿
屋
左
衛
門
尉
最

信(

行
時
と
も)

が
い
ま
す
。
鎌
倉
長
谷
の
行
時
山

光
則
寺
は
左
衛
門
尉
父
子
の
邸
跡
で
、
子
の
光
則

の
創
立
。
宿
屋
氏
は
近
世
に
な
る
と
宿
谷
氏
と
な

り
地
元
で
は
名
主
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。
宿
谷
氏

の
本
貫
地
は
毛
呂
山
町
大
字
宿
谷
で
す
。

江戸宿谷氏の改易について



- 2/7 -

俵
、
寛
文
六
年
丙
午
御
奉
公
出
、
情
故
賜
金
十
両
、
天
和
三
年
癸
亥
十
月
二
十
四
日
没
、
年
六
十
二
、
葬
下
谷
白
泉
寺

〔
精
〕

尹
行
（
尹
行
）【
二
代
】
＝
権
十
郎
、
後
善
太
夫
、
後
源
右
衛
門
、
実
武
州
川
越
郷
士
同
姓
権
左
衛
門
重
本
三
男
、
妻
養
父

ま
さ
ゆ
き

武
兵
衛
尹
宅
女
、
生
武
州
川
越
、
天
和
三
年
癸
亥
十
二
月
十
四
日
跡
目
百
俵
、
貞
享
元
年
甲
子
三
月
二
十
八
日
為
御
鳥
見
、
元

禄
九
年
丙
子
七
月
二
十
六
日
中
野
御
用
小
屋
支
配
、（
元
禄
十
六
年
八
月
十
五
日
中
野
普
請
の
事
を
つ
と
め
し
に
よ
り
白
銀
五
枚

を
た
ま
ふ
。
宝
氷
六
年
二
月
十
日
中
野
御
園
を
廃
せ
ら
る
ゝ
に
よ
り
、
小
普
請
と
な
り
）、
宝
永
六
年
己
丑
三
月
二
十
六
日
御
用

小
屋
相
止
故
入
小
普
請
久
具
因
幡
守
組
、
後
松
前
伊
豆
守
組
時
正
徳
元
年
辛
卯
十
一
月
十
六
日
八
重
姫
君
様
御
広
敷
御
用
達
加

（
正
方
）

（
嘉
広
）

（
綱
吉
養
女
）

賜
百
俵
（
養
仙
院
御
方
の
用
達
と
な
る
）、
同
五
年
乙
未
十
一
月
二
十
五
日
同
御
用
人
加
賜
三
百
石
（
お
な
じ
御
方
の
用
人
に
す

ゝ
み
）、
地
方
改
賜
五
百
石
（
三
河
国
の
う
ち
に
を
い
て
采
地
五
百
石
を
た
ま
ふ
）、
同
十
二
月
十
八
日
布
衣
、
享
保
二
年
丁
酉

四
月
朔
日
勤
方
出
情
故
加
賜
二
百
石
、
合
七
百
石
、
同
三
年
戊
戌
四
月
六
日
（
勤
柄
を
も
は
ゞ
か
ら
ず
、
よ
か
ら
ざ
る
所
行
ど

〔
精
〕

も
あ
る
に
よ
り
、
厳
重
の
沙
汰
に
を
よ
ば
る
べ
し
と
い
へ
ど
も
、
宥
免
あ
り
て
一
柳
対
馬
守
末
昆
に
召
あ
づ
け
ら
る
）
知
行
被

召
放
一
柳
対
馬
守
江
御
預
、
播
州
小
野
江
配
、
同
八
年
癸
卯
十
二
月
二
十
五
日
於
配
所
没
、
葬
同
所
光
明
寺

（
末
昆
）

富
房
【
三
代
】
＝
武
助
、
善
右
衛
門
、
縫
殿
、
母
同
姓
武
兵
衛
尹
宅
女
、
生
江
戸
、
元
禄
十
四
年
辛
巳
六
月
十
一
日
部
屋
住

入
小
十
人
組
、
賜
百
俵
十
人
扶
持
、
宝
永
八
年
辛
卯
四
月
二
十
六
日
於
吹
上
大
的
上
覧
、
賜
金
一
枚
、
正
徳
五
年
乙
未
十
二
月

二
十
一
日
為
御
小
姓
組
三
枝
丹
波
守
組
、
同
六
年
丙
申
二
月
十
三
日
御
足
米
合
賜
三
百
俵
、
享
保
三
年
戊
戌
四
月
六
日
改
易
（
父

（
守
英
）

が
罪
に
よ
り
て
改
易
せ
ら
れ
、
男
右
近
某
を
も
召
具
す
べ
き
旨
厳
命
を
か
う
ぶ
る
）、
同
七
年
壬
寅
十
一
月
二
十
五
日
改
易
御
免
、

宝
暦
十
一
年
辛
巳
四
月
八
日
没

茂
永
（
茂
永
）【
二
代
次
男
】
＝
（
源
次
郎
、
又
右
衛
門
）、
美
濃
部
又
右
衛
門
、
美
濃
部
加
兵
衛
養
子

も
ち
な
が

女
子
【
二
代
娘
】
＝
大
御
番
矢
部
彦
太
郎
定
正
妻
、
離
縁
、（
實
は
某
氏
の
女
。
尹
行
に
や
し
な
は
れ
て
山
菅
小
右
衛
門
諸
行

が
妻
と
な
る
）

高
久
【
二
代
三
男
】
＝
浅
羽
多
宮
、
兄
縫
殿
同
改
易
、
為
南
部
修
理
大
夫
臣
関
根
岡
右
衛
門
養
子

俊
照
【
四
代
】
＝
右
近
、
父
同
改
易
、
延
享
三
年
丙
寅
八
月
六
日
没

嘉
照
【
五
代
】
＝
喜
太
郎

女
子
【
三
代
娘
】
＝
美
濃
部
又
右
衛
門
茂
永
養
女
、
大
奥
御
奉
公
、
為
御
右
筆

＊

＊

＊

＊

以
上
が
断
家
譜
・
寛
政
譜
の
全
て
で
す
。
つ
ま
り
、
尹
行
は
養
仙
院
（
八
重
姫
、
後
述
）
の
用
達
・
用
人
と
上
が
り
、
布
衣

よ
う
た
し

よ
う
に
ん

も
許
さ
れ
七
百
石
ま
で
急
速
に
出
世
し
て
い
き
ま
し
た
。
が
、「
勤
柄
を
も
は
ゞ
か
ら
ず
よ
か
ら
ざ
る
所
行
」
に
よ
り
突
然
改
易

と
な
り
、
播
州
小
野
藩
の
一
柳
対
馬
守
末
昆
に
召
あ
づ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
時
に
享
保
三
年
四
月
六
日
の

す
え
ひ
で

こ
と
で
し
た
。
且
つ
、
長
男
富
房
、
三
男
高
久
、
富
房
の
長
男
俊
照
も
同
時
に
改
易
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
四
年
後
の
同
七
年

十
一
月
に
富
房
は
改
易
御
免
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
尹
行
は
同
八
年
十
二
月
に
配
所
の
播
州
小
野
で
没
し
光
明
寺
に
葬
ら

れ
た
と
し
て
い
ま
す
。
行
年
は
不
明
。

「
勤
柄
を
も
は
ゞ
か
ら
ず
よ
か
ら
ざ
る
所
行
」
と
は
何
か
。
こ
れ
だ
け
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
後
述
の
よ
う
に
『
徳
川
実
紀
』
に
よ
れ
ば
、
次
男
茂
永
は
、「
他
家
の
養
子
と
な
り
し
ゆ
へ
、
遠
慮
の
み
命
ぜ
ら
る
」

と
あ
り
、
累
が
及
ば
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

（
注
）
宥
免
＝
寛
大
な
心
で
罪
過
を
ゆ
る
す
こ
と
。

一
柳

對
馬
守
末
昆
＝
播
磨
小
野
藩
の
第
四
代
藩
主
（
元
禄
十
二
年(

一
六
九

ひ
と
つ
や
な
ぎ

す
え
ひ
で

九)

～
元
文
二
年(

一
七
三
七)

）。
一
万
石
。

三
、
養
仙
院
（
八
重
姫
）
に
つ
い
て

こ
こ
で
、
尹
行
が
用
達
・
用
人
と
し
て
仕
え
た
養
仙
院
（
八
重
姫
）
に
つ
い
て
少
し
述
べ
て
お
き
ま
す
。

八
重
姫
は
鷹
司
輔
信
（
摂
家
・
茶
人
）
の
娘
で
、
三
歳
の
と
き
五
代
将
軍
綱
吉
の
養
女
と
な
り
、
九
歳
で
水
戸
藩
主
三
代
綱
條

つ
な
え
だ

江戸宿谷氏の改易について
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の
世
子
吉
孚
と
縁
組
を
し
ま
す
。
そ
の
後
結
婚
し
、
八
重
姫
は
二
十
歳
の
と
き
美
代
姫
を
産
み
ま
す
が
、
翌
年
吉
孚
は
二
十
五

よ
し
ざ
ね

歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
時
の
藩
主
は
三
代
綱
條
で
あ
り
、
吉
孚
は
未
だ
家
督
を
相
続
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
八
重
姫
は
世
子
夫
人
の
ま
ま
二
十
二
歳
で
落
飾
し
養
仙
院
と
名
乗
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
綱
條
の
吉
孚
以
外
の
男
は
み

な
夭
折
し
て
い
た
た
め
、
美
代
姫
が
水
戸
徳
川
家
の
総
領
娘
と
し
て
養
子
を
迎
え
、
水
戸
四
代
宗
堯
の
正
妻
と
な
り
、
子
の
宗
翰

む
ね
た
か

む
ね
も
と

が
五
代
と
な
り
ま
し
た
。
八
重
姫
・
美
代
姫
は
継
嗣
の
役
目
を
果
た
し
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
間
、
養
仙
院
は
大
名
家
の
一
員
と
し
て
、
ま
た
「
将
軍
養
女
」
と
し
て
た
び
た
び
江
戸
城
へ
上
が
っ
て
い
ま
す
。
徳
川

実
紀
（
有
徳
院
殿
御
實
紀
）
に
は
様
々
な
行
事
に
養
仙
院
の
名
前
が
頻
繁
に
出
て
き
ま
す
し
、
特
に
将
軍
代
替
わ
り
ご
と
に
美

代
姫
を
伴
っ
て
お
目
見
え
し
て
い
ま
す
。

正
に
大
名
家
の
一
員
と
し
て
将
軍
養
女
の
立
場
を
利
用
し
、
そ
の
力
を
誇
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
す
。
徳
川
実
紀

の
主
な
記
述
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。（
③
⑥
⑦
が
将
軍
代
替
わ
り
時
の
登
城
で
す
）

（
６
）

①
元
禄
四
年
九
月
十
八
日

八
重
姫
君
こ
た
び
御
養
子
の
契
約
さ
だ
ま
り
給
ひ
て
。
け
ふ
府
内
に
つ
か
せ
ら
る
。
こ
れ
は
鷹
司

有
憐
軒
輔
信
の
女
に
て
。
御
臺
所
の
御
姪
な
り
。（
五
代
将
軍
綱
吉
の
養
女
と
な
る
）

②
元
禄
十
一
年
六
月
十
三
日

八
重
姫
君
水
邸
に
御
入
輿
。

③
宝
永
六
年
五
月
十
一
日

八
重
姫
。
松
姫
（
筆
者
注
：
綱
吉
養
女
で
前
田
吉
徳
室
）。
竹
姫
（
筆
者
注
：
綱
吉
養
女
で
島
津
継

豊
室
）
の
御
方
々
皆
西
城
に
の
ぼ
り
給
へ
ば
。
留
守
居
。
留
守
居
番
を
し
て
供
奉
せ
し
め
ら
る
。
美
代
姫
も
の
ぼ
ら
る
。
供

に
ま
か
り
し
人
々
に
時
服
を
給
ふ
。（
六
代
将
軍
家
宣
将
軍
宣
言
下
の
際
）

④
宝
永
六
年
十
月
十
二
日

こ
の
日
水
戸
中
将
吉
孚
卿
う
せ
ら
れ
し
か
ば
。
父
中
納
言
綱
條
卿
の
も
と
に
。
大
久
保
加
賀
守
忠

増
す
も
て
弔
慰
し
給
ふ
。（
後
略
）

⑤
宝
永
六
年
十
一
月
十
日

此
日
八
重
姫
の
御
か
た
か
ざ
り
お
ろ
し
給
ひ
。
養
仙
院
と
名
の
ら
せ
ら
る
。

⑥
正
徳
三
年
正
月
十
三
日

養
仙
院
の
御
方
。
并
に
美
代
姫
の
方
ま
う
登
ら
れ
。
初
春
を
ほ
が
せ
ら
る
。
留
守
居
番
平
田
伊
右

衛
門
某
し
て
供
さ
せ
給
ふ
。（
家
宣
没
後
の
七
代
家
継
の
将
軍
宣
下
以
前
）

⑦
享
保
元
年
八
月
廿
七
日

養
仙
院
の
御
か
た
。
美
代
姫
を
と
も
な
ひ
た
ま
ひ
て
後
閤
に
ま
ふ
の
ぼ
ら
る
。･･･

美
代
姫
に
は
け

ふ
は
じ
め
て
御
対
面
あ
り
。（
八
代
吉
宗
の
将
軍
宣
言
後
）

⑧
享
保
二
年
正
月
十
五
日

養
仙
院
の
御
方
。
美
代
姫
の
方
拝
年
と
し
て
ま
う
の
ぼ
ら
る
。

⑨
享
保
二
年
四
月
十
八
日

水
戸
中
納
言
綱
條
卿
の
邸
に
。
養
仙
院
の
か
た
う
つ
ら
せ
ら
る
ゝ
に
よ
り
。

四
、
徳
川
実
紀
の
内
容

さ
て
、
用
人
と
は
ど
の
よ
う
な
立
場
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
文
献(

)

は
要
約
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

3

「
用
人
は
将
軍
の
姫
君
の
結
婚
に
当
っ
て
幕
府
か
ら
付
け
ら
れ
る
付
人
で
用
人
は
そ
の
頭
取
に
あ
た
る
役
。
若
年
寄
の
支
配

を
う
け
て
侍
や
用
達
な
ど
の
姫
君
付
人
を
監
督
し
、
姫
君
の
御
守
殿
の
管
理
を
受
持
つ
。
姫
君
一
人
に
つ
き
二
人
の
用
人
が
い

た
。
付
人
に
は
用
人
以
下
に
用
達
・
医
師
・
台
所
頭
・
同
朋
・
侍
・
台
所
人
・
用
部
屋
書
役
・
小
人
・
輿
舁
が
い
た
。
同
朋
ま

ど
う
ぼ
う

こ

び

と

こ
し
か
き

で
が
御
目
見
以
上
で
あ
る
。
付
人
は
姫
君
の
入
輿
と
と
も
に
嫁
ぎ
先
の
藩
邸
内
の
御
守
殿
に
入
り
勤
務
し
た
。
用
人
は
御
守
殿

の
役
人
・
女
中
の
役
替
な
ど
の
人
事
を
掌
握
し
た
ほ
か
に
、
姫
君
の
年
始
登
城
を
は
じ
め
と
す
る
外
出
、
将
軍
の
御
守
殿
御
立

寄
な
ど
に
お
け
る
諸
事
を
若
年
寄
と
連
絡
し
て
差
配
し
た
。」

（
注
）
御
守
殿
＝
将
軍
の
息
女
で
三
位
以
上
の
大
名
に
嫁
し
た
者
。
大
名
側
が
そ
の
邸
内
に
奥
方
の
住
居
を
建
て
た
こ
と
か
ら
、
そ
こ

の
主
人
を
御
守
殿
と
よ
ぶ
。

こ
の
よ
う
に
、
用
人
の
役
目
は
大
変
重
か
っ
た
よ
う
で
す
。
因
み
に
松
姫
は
前
田
家
に
嫁
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
御
守
殿
付

の
役
人
数
は
幕
府
側
か
ら
四
十
八
人
、
前
田
家
側
か
ら
は
三
百
人
以
上
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
実
権
は
幕
府
側
か
ら
の
役
人
、

つ
ま
り
用
人
た
ち
が
握
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
養
仙
院
（
八
重
姫
）
の
場
合
も
こ
れ
に
近
い
状
況
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
尹
行

（
７
）

江戸宿谷氏の改易について
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は
重
い
使
命
を
負
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
に
養
仙
院
の
用
達
・
用
人
に
限
定
し
て
徳
川
実
紀
か
ら
そ
の
記
述
を
拾
う
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
元
禄
十
年
七
月
十
八
日

二
丸
留
守
居
山
高
八
左
衛
門
信
賢
千
石
加
秩
給
ひ
て
。
八
重
姫
君
に
附
玉
ふ
。（
八
重
姫
用
人
と
な

る
）

②
正
徳
元
年
十
一
月
十
六
日

養
仙
院
御
方
の
用
達
森
與
五
左
衛
門
盛
澄
同
じ
用
人
並
と
な
り
。
加
秩
あ
り
て
實
禄
五
百
石
に

な
る
。

③
正
徳
元
年
十
二
月
十
八
日

養
仙
院
御
方
用
人
並
森
與
五
左
衛
門
盛
澄
布
衣
の
侍
に
加
へ
ら
る
。

④
正
徳
三
年
五
月
十
六
日

養
仙
院
御
方
用
人
並
森
與
五
左
衛
門
盛
澄
用
人
と
な
り
。
廩
米
二
百
苞
加
へ
ら
る
。

く
ら

⑤
正
徳
五
年
十
一
月
廿
五
日

養
仙
院
御
方
用
達
宿
谷
善
大
夫
尹
行
用
人
に
の
ぼ
り
。
加
秩
あ
り
て
五
百
石
に
な
さ
る
。

⑥
正
徳
五
年
十
二
月
十
八
日

布
衣
着
す
る
事
を
ゆ
る
さ
る
ゝ
者
十
一
人
。（
そ
の
中
に
）
養
仙
院
方
用
人
宿
谷
源
左
衛
門
尹
行

⑦
享
保
二
年
四
月
朔
日

養
仙
院
御
方
の
用
人
宿
谷
源
左
衛
門
尹
行
精
勤
す
る
に
よ
て
。
二
百
石
を
加
秩
せ
ら
る
。

⑧
享
保
二
年
四
月
廿
一
日

養
仙
院
御
方
の
用
人
川
副
新
右
衛
門
賴
賢
。
留
守
居
番
武
藤
庄
兵
衛
安
英
病
免
し
て
寄
合
と
な
る
。

⑨
享
保
三
年
四
月
六
日

養
仙
院
御
方
の
用
人
宿
谷
源
右
衛
門
尹
行
職
事
不
良
の
し
わ
ざ
あ
り
し
に
よ
り
。
重
刑
に
も
あ
て
ら

る
べ
き
を
。
寛
宥
の
御
沙
汰
を
も
て
。
一
柳
對
馬
守
末
昆
に
め
し
あ
づ
け
ら
れ
。
其
長
子
小
姓
組
宿
谷
縫
殿
富
房
。
そ
の
弟

淺
羽
多
宮
高
久
。
富
房
が
子
右
近
俊
照
と
も
に
士
籍
を
け
づ
ら
る
。
小
普
請
美
濃
部
又
右
衛
門
茂
永
も
尹
行
が
子
な
れ
ど
。

他
家
の
養
子
と
な
り
し
ゆ
へ
。
遠
慮
の
み
命
ぜ
ら
る
。

⑩
享
保
三
年
五
月
廿
四
日

寄
合
本
多
嘉
平
次
保
道
養
仙
院
御
方
の
用
人
と
な
る
。

⑪
享
保
三
年
七
月
十
八
日

養
仙
院
御
方
の
用
達
安
藤
勘
兵
衛
方
親
職
奪
は
れ
小
普
請
と
な
る
。

さ
き
に
御
咎
か
う
ぶ
り
し
宿
谷
源
左
衛
門
尹
行
が
常
の
ふ
る
ま
ひ
見
及
び
な
が
ら
。
聞
え
上

ざ
る
を
こ
た
り
を
咎
め
あ
り
し
な
り
。

こ
の
徳
川
実
紀
の
内
容
と
、
寛
政
譜
に
あ
る
山
高
信
賢
や
森
盛
澄
、
そ
れ
に
尹
行
な
ど
の
記

述
か
ら
養
仙
院
の
用
達
・
用
人
を
ま
と
め
る
と
下
表
の
よ
う
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

用
人
・
用
達
と
も
代
替
り
し
て
い
ま
す
が
同
時
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
人
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
（
但

し
川
副
賴
賢
の
こ
と
は
、
別
の
資
料
に
松
姫
の
用
人
と
も
あ
る
の
で
詳
細
不
明
と
し
て
除
外
し

ま
し
た
）。
そ
し
て
実
紀
で
は
尹
行
に
つ
い
て
、「
職
事
不
良
の
し
わ
ざ
あ
り
し
に
よ
り
、
重
刑

に
も
あ
て
ら
る
べ
き
を
、
寛
宥
の
御
沙
汰
を
も
て
」
と
し
て
い
ま
す
。
当
時
「
重
刑
」
と
言
え

ば
何
を
指
す
の
か
。
死
罪
御
家
断
絶
は
免
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。「
不
良

の
し
わ
ざ
」
の
内
容
は
依
然
と
し
て
不
明
で
す
か
ら
、「
寛
宥
の
御
沙
汰
」
も
何
故
な
の
か
不
明

と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
最
後
に
、
用
人
の
後
任
と
し
て
本
多
保
道
が
当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
用
達
安
藤
方
親

は
宿
谷
尹
行
の
「
常
の
ふ
る
ま
ひ
見
及
び
な
が
ら
。
聞
え
上
ざ
る
を
こ
た
り
を
咎
め
あ
り
し
」
と
し
て
職
を
奪
は
れ
小
普
請
と

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
も
っ
と
も
、
寛
政
譜
の
安
藤
方
親
の
個
所
を
見
る
と
、
五
ヶ
月
後
の
「
十
二
月
十
六
日
に
ゆ
る
さ
る
」

と
あ
る
か
ら
そ
う
深
刻
な
処
分
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。「
寛
宥
の
御
沙
汰
」
が
影
響
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
で

し
ょ
う
。

五
、
兼
山
秘
策
の
内
容

さ
て
、
徳
川
実
紀
の
附
録
（
有
徳
院
殿
御
實
紀
附
録
巻
八
）
に
改
易
に
至
っ
た
理
由
と
思
わ
れ
る
記
述
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
「
兼
山
麗
澤
秘
策
」
か
ら
採
用
し
た
よ
う
で
す
が
奸
吏
黜
免
と
あ
り
、
決
し
て
誉
め
ら
れ
た
内
容
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

か
ん
り
ち
ゅ
つ
め
ん

次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

和暦 西暦
元禄10 1697 7月 山高信賢
元禄11 1698 10月 森盛澄
正徳1 1711 11月森盛澄 11月 宿谷尹行

2月 山高死去
5月 森盛澄
11月森死去 12月 安藤方親
11月宿谷尹行
4月 宿谷改易 7月 安藤咎め
5月 本多保道

享保3 1718

用人 用人並 用達

正徳3

正徳5

1713

1715

江戸宿谷氏の改易について
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「
養
仙
院
の
か
た
の
執
事
、
宿
谷
源
左
衞
門
尹
行
。
も
と
鳥
見
よ
り
な
り
の
ぼ
り
。
口
さ
か
し
き
者
に
て
。
時
め
く
人
々
に

媚
へ
つ
ら
ひ
。
其
心
に
か
な
ひ
し
か
ば
。
世
の
ひ
と
も
ひ
そ
か
に
眉
を
ひ
そ
め
け
り
。
こ
れ
よ
り
さ
き
病
に
托
し
。
い
づ
こ
か

の
温
泉
に
赴
く
と
て
。
そ
が
子
縫
殿
富
房
を
招
き
。
我
こ
た
び
湯
治
に
赴
く
な
り
。
た
よ
り
よ
く
ば
京
大
坂
を
も
見
ん
と
思
ふ

と
い
へ
ど
も
。
こ
の
事
も
れ
聞
え
な
ば
。
我
身
の
み
な
ら
ず
。
汝
ま
で
も
越
度
た
る
べ
し
。
あ
な
か
し
こ
人
に
な
い
ひ
そ
。
た

ヾ
汝
が
心
得
に
。
あ
ら
か
じ
め
告
知
ら
す
る
な
り
と
い
ふ
。
縫
殿
も
と
か
う
の
詞
も
な
か
り
け
る
が
。
そ
れ
よ
り
源
左
衞
門
こ

ヽ
か
し
こ
思
ふ
ま
ヽ
に
逍
遙
し
歸
り
て
後
は
。
少
し
も
つ
ヽ
ま
ず
。
令
を
犯
し
て
め
づ
ら
し
き
所
々
み
し
も
ま
た
一
興
な
り
な

ど
。
は
ヾ
か
る
所
な
く
人
に
も
か
た
り
の
ヽ
し
り
し
か
ば
。
聞
も
の
お
ど
ろ
き
て
さ
ヽ
や
き
あ
へ
り
。
そ
の
後
も
酒
に
耽
り
。

宿
直
の
夜
も
酔
に
乘
じ
て
。
局
々
の
女
房
な
ど
に
た
は
ぶ
れ
。
あ
る
は
刃
を
あ
ら
は
し
て
追
散
し
な
ど
し
て
興
じ
し
か
ば
。
み

な
人
惡
み
う
と
み
け
り
。
さ
れ
ど
時
め
く
人
々
の
心
に
か
な
ひ
。
年
頃
の
労
を
聞
え
あ
げ
て
。
享
保
の
は
じ
め
つ
か
た
。
殊
更

に
加
恩
な
ど
あ
り
し
か
ば
。
い
つ
し
か
か
れ
が
さ
が
な
き
ふ
る
ま
ひ
ど
も
し
ろ
し
め
さ
れ
け
る
に
や
。
忽
ち
職
禄
を
は
が
れ
。

一
柳
對
馬
守
末
昆
に
め
し
あ
づ
け
給
ひ
け
る
が
。
か
ゝ
る
こ
と
は
。
宿
老
等
も
い
ま
だ
く
は
し
く
し
ら
ざ
る
さ
き
に
。
し
ろ
し

め
し
て
沙
汰
し
給
ひ
け
れ
ば
。
か
つ
恐
れ
。
か
つ
か
し
こ
み
け
る
と
な
む
。（
兼
山
麗
澤
秘
策
）」

（
注
）
宿
老
＝
江
戸
時
代
で
は
幕
府
に
お
け
る
老
中
や
諸
大
名
家
に
お
け
る
家
老
を
指
す
称
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。

尹
行
の
「
口
さ
か
し
き
者
に
て
、
時
め
く
人
々
に
媚
へ
つ
ら
ひ
」
と
い
っ
た
性
格
的
な
記
述
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、「
こ
ヽ
か

し
こ
思
ふ
ま
ヽ
に
逍
遙
し
歸
り
て
後
は
少
し
も
つ
ヽ
ま
ず
、
令
を
犯
し
て
め
づ
ら
し
き
所
々
み
し
も
ま
た
一
興
な
り
」「
酒
に
耽

見

り
宿
直
の
夜
も
酔
に
乘
じ
て
、
局
々
の
女
房
な
ど
に
た
は
ぶ
れ
、
あ
る
は
刃
を
あ
ら
は
し
て
追
散
し
」
な
ど
と
い
う
こ
と
に
な

お
い
ち
ら

る
と
穏
や
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
兼
山
麗
澤
秘
策
」
は
「
兼
山
秘
策
」
と
も
言
い
、
八
代
将
軍
吉
宗
の
ブ
レ
ー
ン
と
言
わ
れ
た

室
鳩
巣
の
書
簡
を
集
め
た
も
の
で
す
。
鳩
巣
は
現
実
に
起
っ
て
い
る
こ
と
を
朱
子
学
の
立
場
か
ら
説
明
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

こ
の
記
述
に
誇
張
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
文
献(

)

の
「
兼
山
秘
策
」
に
は
実
紀
の
こ
の
記
述
は
見
当
り
ま
せ
ん
が
、「
兼
山
秘

8

策
」
に
は
よ
り
具
体
的
な
内
容
と
し
て
享
保
三
年
四
月
廿
三
日
の
条
に
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。
両
者
の
論
調
は
重
複
し
て
い

る
部
分
も
多
い
の
で
、
実
紀
の
も
の
は
あ
る
い
は
こ
の
内
容
を
意
訳
し
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。

「
養
仙
院
様
御
用
人
宿
屋
源
左
衛
門
事
、
一
柳
對
馬
守
殿
へ
御
願
被
二

仰
付
一

候
、
先
頃
の
事
に
候
間
御
聞
可
レ

被
レ

成
候
、
諸

行
不
レ

宜
勤
方
不
レ

愼
急
度
可
二

仰
付
一

筈
に
候
へ
ど
も
、
御
宥
免
を
以
右
の
通
り
被
二

仰
付
一

候
由
に
候
、
御
鳥
見
よ
り
立
身
い
た

し
、
去
年
も
貳
百
石
御
加
増
被
レ

下
、
七
百
石
に
て
布
衣
に
て
御
座
候
、
御
老
中
の
權
を
か
り
御
守
殿
に
て
お
こ
り
申
體
に
て
候

由
、
其
上
醉
狂
い
た
し
女
中
に
對
し
候
て
脇
指
抜
申
事
も
有
レ

之
由
、
積
悪
と
申
候
、
此
度
は
水
戸
様
よ
り
も
御
斷
も
有
レ

之
様

に
申
候
、
御
守
殿
付
の
者
是
に
て
心
付
可
レ

申
と
申
候
、
貴
藩
御
守
殿
大
岡
も
沙
汰
不
レ

宜
候
、
御
守
殿
に
て
大
酒
な
ど
致
し
申

取
沙
汰
に
て
候
、
愼
み
可
レ

申
儀
と
存
候
、
宿
屋
事
無
二

忌
憚
一

の
小
人
と
見
へ
申
候
、
先
年
湯
治
の
願
申
上
候
時
分
、
子
息
縫
殿

に
其
方
命
を
も
ら
ひ
度
旨
申
候
由
、
縫
殿
承
り
候
て
如
何
の
儀
に
候
や
無
二

御
心
許
一

候
、
勿
論
御
用
の
儀
に
候
は
ゞ
、
只
今
に

て
成
共
自
滅
可
レ

仕
候
、
不
レ

及
レ

仰
儀
と
申
候
へ
ば
、
只
今
の
儀
に
て
は
無
レ

之
候
、
此
度
湯
治
い
た
し
是
に
か
こ
つ
け
京
大
坂

見
物
可
レ

仕
と
存
候
、
か
く
し
お
ほ
せ
候
は
ゞ
其
分
に
候
、
自
然
相
知
候
は
ゞ
其
方
迄
御
法
に
可
レ

被
二

仰
付
一

候
間
左
様
に
心
得

よ
と
申
候
て
、
湯
治
よ
り
京
都
見
物
に
罷
越
候
、
罷
歸
候
て
人
前
に
て
近
頃
其
儀
申
出
候
て
、
御
法
度
そ
む
き
申
候
も
お
も
し

ろ
き
物
に
候
由
、
定
て
醉
中
の
儀
に
て
可
レ

有
レ

之
候
へ
共
、
世
上
に
は
斯
様
の
者
も
有
レ

之
候
、
驚
申
候
、
然
處
に
世
間
上
手
に

て
御
老
中
氣
に
入
申
候
て
、
已
に
去
年
ま
て
加
増
致
し
候
處
に
、
此
度
不
二

存
寄
一

斯
様
に
被
二

仰
付
一

事
、
水
戸
よ
り
御
斷
は
不
レ

存
候
へ
共
、
御
明
斷
の
事
と
奉
レ

存
候
、（
後
略
）

四
月
廿
三
日
」

（
７
）

（
注
）
宥
免
＝
罪
を
許
す
こ
と
。
布
衣
＝
江
戸
時
代
武
家
の
正
装
。
積
悪
＝
年
来
つ
も
っ
た
悪
事
。
忌
憚
＝
い
み
は
ば
か
る
こ
と
、
遠

ほ

い

慮
。
賢
否
＝
賢
愚
。

こ
の
記
述
は
徳
川
実
紀
の
も
の
よ
り
明
ら
か
に
信
憑
性
が
高
い
書
き
方
で
し
ょ
う
。「
老
中
の
權
を
か
り
」「
醉
狂
い
た
し
女

中
に
對
し
候
て
脇
指
抜
申
事
」「
御
守
殿
に
て
大
酒
」「
御
法
度
そ
む
き
申
候
も
お
も
し
ろ
き
物
に
候
」
と
あ
っ
て
は
、
室
鳩
巣

も
「
醉
中
の
儀
に
て
可
レ

有
レ

之
候
へ
共
、
世
上
に
は
斯
様
の
者
も
有
レ

之
候
、
驚
申
候
」
と
驚
い
て
い
ま
す
。「
勤
柄
を
も
は
ゞ

江戸宿谷氏の改易について
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か
ら
ず
よ
か
ら
ざ
る
所
行
」「
職
事
不
良
の
し
わ
ざ
」
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
先
に
記
し
た
用
人
の
役
目
の
重
さ

か
ら
す
れ
ば
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
改
易
の
真
の
理
由
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

六
、
お
わ
り
に

徳
川
実
紀
や
兼
山
秘
策
の
内
容
に
は
、
筆
者
の
力
で
は
読
み
切
れ
な
い
部
分
も
多
い
。
例
え
ば
、「
重
刑
に
も
あ
て
ら
る
べ
き
」

こ
と
を
「
寛
宥
の
御
沙
汰
」「
御
宥
免
」
と
し
た
の
に
は
誰
が
動
い
た
の
か
、
そ
の
理
由
や
背
景
に
は
何
か
あ
っ
た
の
か
、
そ
し

て
「
御
老
中
の
權
を
か
り
」
の
老
中
と
は
誰
か
、
貴
藩
御
守
殿
大
岡
と
は
誰
か
、
な
ど
で
す
。

用
人
は
若
年
寄
の
支
配
下
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
尹
行
は
老
中
に
近
寄
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
当
時
の
該
当
す
る
老
中
に
は
井

上
正
岑
ら
四
～
五
名
い
ま
す
が
、
筆
者
に
は
特
定
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り
、
一
番
言
及
す
べ
き
は
、「
御
宥
免
」
に
動
い
た
人

物
と
そ
の
理
由
で
し
ょ
う
。

三
上
参
次
（1

86
5

～1
93

9

）
は
著
名
な
日
本
史
学
者
で
す
が
、
文
献(

)

の
中
で
、
吉
宗
の
初
期
の
治
世
の
一
つ
と
し
て
賞

9

罰
の
厳
明
を
挙
げ
、
幾
つ
か
の
不
祥
事
と
吉
宗
の
対
応
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
、
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

「
享
保
三
年
四
月
に
は
養
仙
院
の
御
用
人
た
る
宿
谷
尹
行
、

恣

に
京
坂
の
見
物
せ
し
を
わ
れ
知
ら
ず
人
に
漏
ら
し
、
法
度

た
だ
ゆ
き

ほ
し
い
ま
ま

は

っ

と

を
破
る
も
ま
た
面
白
し
と
語
れ
り
。
こ
の
も
の
は
す
こ
ぶ
る
世
間
上
手
に
し
て
、
老
中
連
の
気
に
も
入
り
し
も
の
な
る
が
、
将

軍
の
明
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
き
。（
中
略
）
か
く
の
ご
と
く
将
軍
は
、
職
を
怠
り
品
性
の
不
良
な
る
も
の
は
こ
れ
を

斥

け
し
が
、

し
り
ぞ

も
と
よ
り
そ
の
こ
と
私
曲
に
出
で
ず
、
号
令
は
明
白
に
、
賞
罰
は
厳
明
に
、
進
退

黜
陟

の
跡
は
判
然
せ
り
」

し
き
ょ
く

ち
ゅ
っ
ち
ょ
く

こ
こ
に
は
「
将
軍
の
明
に
よ
り
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
事
実
と
す
れ
ば
吉
宗
治
世
の
初
期
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
誇
張

さ
が
隠
さ
れ
て
い
な
い
か
疑
問
な
し
と
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
基
本
的
に
は
兼
山
秘
策
に
あ
る
よ
う
な
「
よ
か
ら
ざ
る
所
行
」

が
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
将
軍
の
明
」
に
対
し
て
「
御
宥
免
」
を
言
え
る
の
は
誰
で
し
ょ
う
か
。
時
の
水
戸
藩
主
綱
條
か
、
あ
る
い
は
江
戸
城
内
で

そ
の
力
を
暗
に
誇
示
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
養
仙
院
し
か
思
い
浮
か
び
ま
せ
ん
。
綱
條
は
こ
の
年
の
九
月
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す

か
ら
、
尹
行
改
易
の
半
年
前
の
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
気
に
な
り
ま
す
。
ま
た
養
仙
院
は
こ
の
時
三
十
歳
で
し
た
。

そ
し
て
「
御
宥
免
」
を
願
っ
た
理
由
に
は
何
か
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
ま
で
の
「
勤
方
出
精
」
に
対
し
て
「
重
刑
」
で

は
余
り
に
も
偲
び
が
た
か
っ
た
と
い
う
温
情
が
働
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
、
兼
山
秘
策
に
あ
る
「
此
度
は
水
戸
様
よ
り

も
御
斷
も
有
レ

之
様
に
申
候
」
の
「
御
斷
」
と
は
「
御
宥
免
」
の
後
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
や
は
り
読
み
切
れ
ま
せ
ん
。

拙
文
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
最
後
に
若
干
の
追
記
を
し
た
い
。

・
江
戸
宿
谷
氏
菩
提
寺
の
下
谷
白
泉
寺
の
過
去
帳
に
よ
れ
ば
尹
行
の
院
号
は
、「
英
雄
院
高
道
寿
居
士
」
で
あ
る
と
の
こ
と
。
何

（
２
）

故
「
英
雄
院
」
な
の
か
。
文
献(

)

に
は
稗
田
浩
雄
氏
の
見
解
も
載
っ
て
い
ま
す
。

2

・
鳩
山
町
真
光
寺
に
は
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
に
尹
行
が
寄
進
し
た
仏
額
が
あ
り
ま
す
。

（
２
）

・
下
谷
白
泉
寺
を
訪
ね
ま
し
た
が
、
古
い
お
墓
は
整
理
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
宿
谷
氏
の
墓
は
見
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

・
播
州
小
野
の
光
明
寺
に
は
、
小
野
市
立
好
古
館
を
通
し
て
問
合
せ
し
て
み
た
が
、
過
去
帳
も
な
く
、
や
は
り
古
い
お
墓
は
整

理
し
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

・
尹
行
は
重
本
三
男
で
あ
り
、
重
本
は
寛
文
十
年
五
十
五
歳
卒
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
仮
に
重
本
四
十
歳
の
と
き
の
子
供
と
す

れ
ば
、
改
易
時
六
十
三
歳
と
な
り
、
六
十
八
歳
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
何
れ
に
し
て
も
改
易
は
可
成
り
歳
を
経

て
か
ら
の
事
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

・
琴
士
で
あ
っ
た
五
代
嘉
照
が
児
玉
空
々
と
名
乗
っ
た
背
景
に
は
、
こ
の
改
易
の
こ
と
が
色
濃
く
影
響
し
て
い
た
可
能
性
が
あ

江戸宿谷氏の改易について
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り
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

(
)

山
口
満
「
続
・
宿
谷
氏
の
賦
」(

毛
呂
山
郷
土
史
研
究
会
『
あ
ゆ
み
』
第

号
）

1

9

(
)

山
口
満
「
続
・
宿
谷
氏
の
賦
」(

毛
呂
山
郷
土
史
研
究
会
『
あ
ゆ
み
』
第

号
）

2

12

(
)

大
石
学
編
『
江
戸
幕
府
大
事
典
』（
吉
川
弘
文
館

2009

年
）

3

(
)

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
（
寛
政
譜
）』（
続
群
書
類
従
完
成
会

平
成
３
年
）

4

(
)

『
断
家
譜
』（
続
群
書
類
従
完
成
会

昭
和

年
）

5

56

(
)

『
徳
川
實
紀
』（
有
徳
院
殿
御
実
記
）
吉
川
弘
文
館

6

(
)

氷
室
史
子
「
大
名
藩
邸
に
お
け
る
御
守
殿
の
構
造
と
機
能
」（『
お
茶
の
水
史
学
』

号

2005

年
）

7

49

(
)

室
鳩
巣
「
兼
山
秘
策
」
第
四
冊
（『
日
本
経
済
叢
書
巻
二
』（
大
正
三
年
発
行
））

8

(
)

三
上
参
次
『
江
戸
時
代
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、
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八重姫所持の
葵紋散蒔絵合
口腰刀拵（鷹
司家旧蔵・三
井記念美術館
蔵）

江戸宿谷氏の改易について

　　養仙院と尹行の年表

西暦 和暦 綱條吉孚八重尹行

1681 天和1 26 26
1682 2 27 27
1683 3 28 28 宿谷尹行跡目百俵(断)
1684 貞享1 29 29 宿谷尹行御鳥見役(断)
1685 2 30 1 30
1686 3 31 2 31
1687 4 32 3 32
1688 元禄1 33 4 33
1689 2 34 5 1 34 八重姫誕生
1690 3 35 6 2 35
1691 4 36 7 3 36 八重姫綱吉の養女となる
1692 5 37 8 4 37
1693 6 38 9 5 38
1694 7 39 10 6 39
1695 8 40 11 7 40
1696 9 41 12 8 41 宿谷尹行中野御用小屋支配(断)
1697 10 42 13 9 42 八重姫徳川吉孚と縁組。山高八左衛門八重姫の用人となる
1698 11 43 14 10 43 八重姫御入輿
1699 12 44 15 11 44
1700 13 45 16 12 45
1701 14 46 17 13 46 宿谷富房小十人組賜百俵十人扶持(断寛)
1702 15 47 18 14 47
1703 16 48 19 15 48 宿谷尹行白銀五枚給う(寛)。八重姫六義園に遊ぶ
1704 宝永1 49 20 16 49
1705 2 50 21 17 50
1706 3 51 22 18 51
1707 4 52 23 19 52
1708 5 53 24 20 53 八重姫美代姫を産む。宿谷尹行鳩山町真光寺に仏額を寄進(あ)

1709 6 54 25 21 54
八重姫美代姫家宣に御目見え。吉孚没。八重姫養仙院と号す
宿谷尹行小普請久貝因幡守組(断)

家宣６代将軍

1710 7 55 22 55
1711 正徳1 56 23 56 宿谷富房賜金一枚(断)。宿谷尹行養仙院の用達となる。加賜百俵(断)
1712 2 57 24 57

1713 3 58 25 58
養仙院美代姫まう登られ。山高八左衛門没。森與五左衛門養仙院
の用人となる

家継７代将軍

1714 4 59 26 59

1715 5 60 27 60
宿谷富房三枝丹波守組(断)。宿谷尹行養仙院の用人となり五百石
となり

1716 享保1 61 28 61 宿谷富房御足米賜三百表(断)。養仙院美代姫吉宗と御対面。 吉宗８代将軍
1717 2 62 29 62 宿谷尹行200石加秩あり都合七百石となる

1718 3 63 30 63
宿谷尹行改易播州小野へ配流。宿谷富房・高久・俊照も改役
(断)。

綱條没

1719 4 31 64
1720 5 32 65
1721 6 33 66
1722 7 34 67 宿谷富房改易御免。
1723 8 35 68 宿谷尹行配所にて没、葬光明寺(断)
1727 12 36
1728 13 37
1744 延享1 53
1745 2 54
1746 3 55 養仙院没（隋性院）
1747 4

注：年は連続ではなく歯抜けになっている。
(断)断家譜のみに記述、(寛)寛政譜のみに記述、(あ)毛呂山郷土誌研究会「あゆみ」、
特に断りのない項目は徳川実紀等によった。

年　齢
養仙院と尹行等の主な動き 備　考

尹行の年齢は、重本40
歳の時に生まれたと仮
定した場合である。


